
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和８年２月２７日 

  第 １１ 号 

阿見町防災危機管理課 

☎029-888-1111(内線 277） 

地区の取り組みを紹介します！ 

 

 令和７年１１月１７日（月）茨城県立霞ヶ浦聾学校

にて、防災体験訓練を実施しました。霞ヶ浦聾学校

と防災危機管理課が共同で防災訓練を行うのは 

今回が初めてで、霞ヶ浦聾学校の児童・生徒、保護

者、教職員あわせて約７０名が参加しました。 

防災体験訓練当日は、阿見消防署、阿見町消防

団女性消防部、阿見町防災アドバイザーの協力の

もと、女性消防部による「防火・防災教室」、阿見消

防署による「煙体験」「初期消火訓練」、阿見町防災

アドバイザーによる「避難所体験」「ドローンの模擬

飛行」などを行いました。 

「防火・防災教室」では、地震発生時に頭を守る 

『ダンゴムシのポーズ』や火災時の避難方法を体験

しながら学びました。その後「煙体験」では、子ども

たちは煙に驚きながらも落ち着き、鼻と口をハンカ

チで覆い、教室で学んだことを実践していました。 

 「避難所体験」では、町が備蓄している災害用テ

ント、エアベッド、段ボールベッド、簡易トイレを実際

に組み立てました。初めての体験でしたが、子ども

たちは不安ながらも阿見町防災アドバイザーに教

わりながら、協力して組み立てることができました。 

 「初期消火訓練」では、子どもたちは阿見消防署

の方に教わりながら水消火器を使って楽しんで取り

組み、見事に消火することができました。 

「ドローンの模擬飛行」では、阿見町防災アドバイ

ザーのドローン部会が主体で行いました。上空から

の映像に子どもたちは興味津々で、ドローンに向か

って手を振るなどして楽しんでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  霞ヶ浦聾学校のみなさんに、たくさんの防災訓練を実際に体験してもらいました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真左】 

火災時の避難方法 

について体験する様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所や日時を記します 

 

 

＝○月○日、○○○○ 

 

 

 

 

 

 

で 

【写真左】 

煙体験の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所や日時を記します 

 

 

＝○月○日、○○○○ 

 

 

 

 

 

 

で 

【写真左】 

初期消火訓練の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所や日時を記します 

 

 

＝○月○日、○○○○ 

 

 

 

 

 

【写真右】 

ダンゴムシのポーズを

体験する様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所や日時を記します 

 

 

＝○月○日、○○○○ 

 

 

 

 

 

 

で 

【写真右】 

段ボールベッドを 

組み立てる様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所や日時を記します 

 

 

＝○月○日、○○○○ 

 

 

 

 

 

 

で 

【写真右】 

ドローンからの映像を

モニターで確認する 

様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【霞ヶ浦聾学校の生徒会長から感想をいただきました！】 

「防災体験訓練に参加し、避難方法について学ぶことができました。特に火災が 

起きた時に体を低く、煙を吸わないように移動するという知識を学ぶことができまし

た。今回、学んだことを生かして、災害への備えをしていきたいと思います。」 



 

 

 
 

 

 

 

令和７年１２月７日（日）中央東公会堂にて、初め

て地区の餅つき行事と防災訓練を併せて行い、傷

病者対応訓練と保存食炊き出し訓練を実施しまし

た。地域行事と併せて実施することで、幅広い世代

の住民の方に参加していただく機会となりました。 

傷病者対応訓練では、傷病者が倒れている場面

を想定し、担架での搬送から『意識・呼吸の確認』

『胸骨圧迫』『ＡＥＤ取り扱い』までの一連の流れを

体験しました。小学生からも胸骨圧迫の体験希望

があり、数名の子どもたちが参加するなど、世代を

超えて学ぶ貴重な機会となりました。 

保存食炊き出し訓練では、レトルトごはんとカレ

ーの試食会を行いました。温めずに食べられるレト

ルトカレーを提供し、手軽さや味を実際に体験して

いただき、子どもたちにも大変好評でした。 

さらに、令和８年２月１５日（日）阿見消防署職員

の協力のもと、応急救護及びＡＥＤ講習会を開催し

ました。胸骨圧迫などの実技も交えながら、体験談

を含めた分かりやすい指導が行われ、有意義な学

びの機会となりました。参加者からはＡＥＤへの不

安が軽減された、今後は自信をもって救護活動に

取り組みたいとの声も聞かれました。 

【写真右】 

保存食を試食する様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所や日時を記します 

 

 

＝○月○日、○○○○ 

 

 

 

 

 

 

で 

【写真左】 

AEDの取り扱いについて 

説明する様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所や日時を記します 

 

 

＝○月○日、○○○○ 

 

 

 

 

 

 

で 

地震、噴火などの災害の発生により、被災地への通信が増加し、つながりにくい状況になった場合に、

伝言を録音・再生できるサービスです。（１電話番号あたり２０まで登録可能です。） 

  

 

  

  

① 「１７１」をダイヤルする。 

② ガイダンスに従って「１」を押す。 

③ ガイダンスに従って、 

（被災地の方の）電話番号を入力する。 

④ ３０秒以内に伝えたい内容を話す。 

⑤ 「伝言をお預かりしました」とガイダンス後、 

自動的に切れる。 

  

 

  

  

① 「１７１」をダイヤルする。 

② ガイダンスに従って「２」を押す。 

③ ガイダンスに従って、 

（被災地の方の）電話番号を入力する。 

④ 新しい伝言から順に流れ、再生される。 

⑤ 「お伝えする伝言は以上です」と 

ガイダンス後、自動的に切れる。 

  

 

  

  

 災害用伝言ダイヤルってなんだろう？ 

 

録 音 方 法 録 音 方 法 

 
毎月1日及び15日、正月三が日、防災週間(8月 30日 9：00〜9月 5日 17：00) 、 

防災とボランティア週間(1月15日9：00〜1月 21日 17：00)に体験利用できます！ 

 

【写真左】 

阿見消防署職員が説明する

様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所や日時を記します 

 

 

＝○月○日、○○○○ 

 

 

 

 

 

 

で 

【写真右】 

阿見消防署職員が 

AEDの取り扱いについて 

説明する様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所や日時を記します 

 

 

＝○月○日、○○○○ 

 

 

 

 

 

 

で 

通話料無料で使用できます！ 


